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グル■プ会社焼却施設から排出

環境負荷低減へ貢献

「創
業
剛
年
の
中
心

新
入
社
員
１６
人
が
成
長
誓
う

エ
ザ
キ
グ
ル
ー
プ
２０２６
年
度
入
社
式

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
て

⊃
れ
し
い
」
と
笑
顔
。
同

グ
ル
ー
プ
の
歴
史
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
２
０
３
３

年
の
創
業
１
０
０
年
に
向

け
て

「
そ
の
時
に
は
会
社

の
中

心

に

な

っ
て

ほ

し

い
」
と
期
待
し
た
。

さ
ら
に

「
（
社
会

の
変

化
に
）

エ
ザ
キ
グ
ル
ー
プ

は
早
く
柔
軟
に
対
応
で
き

る

集
団

だ

と

思

っ
て

い

る
。
よ
り
よ
い
会
社
、
強

い
グ
ル
ー
プ
に
な

っ
て
い

く
た
め
に
も
全
員
で
前
に

【
名
古
屋
】

エ
ザ
キ
グ

ル

ー
プ

（
江

崎

加

百

代

表
）
は

■

日
、
エ
ザ

キ

（
出
光
系
＝
名
古
屋
市

・

中
本
正
三
社
長
）
本
社
で

２
０
２
６
年
度
入
社
式
を

行
い
、
新
入
社
員
１６
人
が

社
会
人
と
し
て
の

一
歩
を

踏
み
出
し
た
。

式
典
に
は
江
崎
代
表
、

中
本
社
長
を
は
じ
め
、
菅

沼
宏
明
エ
ザ
キ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ

ョ
ン
社
長
、
江
崎
弘

康
レ
ン
タ
リ
ー
ス
東
梅
社

長
ら
グ
ル
ー
プ
役
員
の
ほ

か
、
来
賓
の
捜
辺

一
彦
出

光
興
産
中
部
支
店
長
ら
が

出
席
し
た
。

江
崎
代
表
は

「
■
人
も

欠
け
る
こ
と
な
く
入
社
式

江崎加苗代表

【
豊
橋
市
＝
愛
知
】
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
各
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
な
か
、
マ
ル
シ

メ

（本
社
豊
橋
市

。
大
熊
康
丈
社
長
）
は
先

頃
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
焼
却
施
設
か
ら
排
出

さ
れ
る
Ｃ
０
２

（
二
酸
化
炭
素
）
や
温
熱
を

農
業
に
有
効
活
用
し
よ
う
と
、
地
元
の
豊
橋

技
術
科
学
大
学
と
共
同
で

「
セ
ミ
ク
ロ
ー
ズ

ド
温
室
」
の
研
究
を
開
始
し
た
。

マ
ル
シ
メ

回
の
共
同
研
究
で
暖
房

コ

ス
ト

や

環
境

負

荷

の
低

減
、
農
作
物
の
収
穫
量
増

加
を
検
証
す
る
。

研

究

の
核

と

な

る

の

は
、
同
大
の
高
山
弘
太
郎

教
授
が
研
究

。
開
発
し
た

「
Ｓ
Ｐ
Ａ

（
ス
ピ
ー
キ
ン

グ

・
プ
ラ
ン
ト

・
ア
プ

ロ

ー
チ
）
セ
ミ
ク
ロ
ー
ズ
ド

電
化
温
室
」
。
高
気
密
性

や
換
気
の
完

全
制
御
、
さ

ら
に
は
室
内

循
環
と
空
調

に
よ
り
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム

で
温
度
、
湿

度
、
Ｃ
０
２

濃
度
の
管
理

が
可
能
と
な

る
た
め
、
従

来
の
温
室
と

く
ら
べ
て
３

～
５
倍
の
収

穫
量
を
確
保

そ
の
後
、
新
入
社
員
を

代
表
し
て
服
部
正
大

（
し

ょ
う
た
）
さ
ん
が

「
会
社

の
歴

史

や

思

い
を

つ
な

一
で
い
検
証
に

は
同
大
の
研
究
員
が
あ
た

る
。
期
間
は
２
０
２
７
年

３
月
３．
日
ま
で
。

同
社
は

「
共
同
研
究
を

通
し
て
Ｃ
０
２
や
廃
熱
の

有
効
活
用
な
ど
が
実
証
さ

れ
る
こ
と
で
、
少
し
で
も

環
境
問
題
の
改
善
に
つ
な

が
れ
ば
」
と
期
待
す
る
。

４
月
に
入
り

、
混
乱
が
著

し
か

っ
た
外
販
価
格
に
看
干

落
ち
着
き
が
戻

っ
て
き
た
。

イ
ラ
ン
情
勢
の
緊
迫
化
と
原

油
供
給
の
不
安
定
化
に
よ
り

余
剰
玉
が
ひ

っ
迫
し
、
東
海

・
北
陸
地
区
で
も
陸
上
ス
ポ

ッ
ト
価
格
が
続
騰
。
足
元
で

も
系
列
安

・
業
転
高
の
傾
向

は
続
い
て
い
る
が
、
３
月
１９

日

の
補

助
金

開
始
前
後

の

「
め
ち

ゃ
く
ち
ゃ
な
」
（
同

地
区
関
係
者
）
業
転
見
積
価

格
は
食
々
に
だ
が
妥
当
な
レ

ベ
ル
に
近
づ
き

つ
つ
あ
る
。

石
油
製
品
の
販
売
だ
け

で
な
く
、
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自

動
車
）
の
取
り
扱
い
や
ス

タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
支
援

な
ど
幅
広
く
事
業
展
開
す

る
同
社
は
、
以
前
か
ら
環

境
問
題
な
ど
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
お
り

、
今
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進
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
捜
辺

支
店
長
は
、
エ
ザ
キ
グ
ル

ー
プ
の
人
材
育
成
に
つ
い

て

「
私
た
ち
も
学
ぶ
べ
き

と
こ
ろ
が
多
い
。
エ
ザ
キ

グ
ル
ー
プ
は
業
界
の
変
化

に

対
応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ

っ
て
お

り
、
（
個
々
の
ス
タ

ッ
フ

が
）
自
分
自
身
を
成
長
さ

せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
大
き
く

広
が

っ
て
い
る
」
と
話
し

た
。

ト
マ
ト
栽
培
の
様
子

で
き
る
。

同

温

室

は
、
グ
ル
ー

プ
会
社
で
廃

棄
物
処
理
な

ど
行
う
マ
ル

サ

ワ

（
同

市
）
の
廃
棄

物
焼
却
施
設

に
併
設
す
る

か
た
ち
で
設

置
し
た
。
ト

マ
ト
な
ど
栽

培
す
る
予
定

焼却施設に併設
したセミクロー
ズ ド温室 (手前 )

噺脚
呻
仕
切
り
安
。業
転
高

第
３
週
格
差
ガ
ソ
リ
ン
３６
円
、
軽
油
４８
円
超

東
海
地
区
３
月

【
名
古
屋
】
本
紙
名
古

屋
支
局
調
べ
に
よ
る
と
、

東

海

地

区

（
愛

知
、
岐

阜
、
三
重
の
３
県
）
Ｓ
Ｓ

に
お
け
る
３
月
の
元
売
仕

切
り

と

業
転

の
値

動
き

は
、
前
月
の
仕
切
り
高

・

業
転
安
か
ら
仕
切
り
安

。

業

転

高

に

大

き

く

逆

転

し
、
格
差
は
月
平
均
で
ガ

ソ
リ
ン
が
泌
１７
円
１０
銭
、

軽
油
が
２３
円
７８
銭

、
灯
油

は
１０
円
８
銭
に
ま
で
拡
大

し
た
＝
グ
ラ
フ
参
照
。

２
月
平
均
は
ガ
ソ
リ
ン

ぎ
、
新
た
な
未
来
を
担
⊃

存
在
に
な
る
こ
と
を
決
意

し
ま
す
」
と
警
い
の
言
葉

を
述
べ
た
。

４
円
７３
銭

、
軽
油
８
円
７３

銭
、
灯
油
１３
円
６８
銭
の
仕

切
り
高

・
業
転
安
。
３
月

第
■
週
ま
で
仕
切
り
高

・

業
転
安
だ

っ
た
が
、
第
２

週
か
ら
第
４
週
に
か
け
て

大
幅
な
仕
切
り
安

・
業
転

一局
が
続
い
た
。

値
動
き
を
み
る
と
、
ガ

ソ
リ
ン
は
第
■
週

（
５
日

改
定
）
の
上
円
６０
銭
の
仕

切
り
高

。
業
転
安
か
ら
第

２
週

（
１２
日
改
定
）
の
６

円
３０
銭
の
仕
切
り
安

・
業

転

高

に

逆

転
。
第

３
週

（
・９
日
改
定
）
は
さ
ら
に

格
差
が
拡
大
し
３６
円
も
業

転
が
仕
切
り
よ
り
高
か

っ

た
が
、
第
４
週

（
２６
日
）

は
縮
小
し
２７
円
７０
銭
と
な

っ
た
。

軽
油
は
第
１
週
の
５
円

４０
銭
の
仕
切
り
高

。
業
転

安
か
ら
第
２
週
の
２２
円
５０

銭
の
仕
切
り
安

・
業
転
高

【
富
山
】
富
山
県
石
商

・
協

（
島
竜
彦
理
事
長
）

は
先
頃
、
富
山
市
内
で
役

員
会
を
開
催
。
２
０
２
６

に
逆
転
。
第
３
週
は
さ
ら

に
格
差
が
拡
大
し
４８
円
６０

銭
も
業
転
が
仕
切
り
よ
り

高
か

っ
た
が
、
第
４
週
は

２９
円
４０
銭
に
縮
小
し
た
。

灯
油
は
第
１
週
の
２
円

７０
銭
の
仕
切
り
高

・
業
転

安
か
ら
第
２
週
の
１３
円
４０

誓いの言葉を述べる服部さん

が
浮
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事
業
計
画

どな
全
議
案
立

ヴ

シ

雪

廉
士刀
翌

違

反

認

め

ｉ

年
度
事
業
計
画
な
ど
の
全

議
案
を
承
認
し
た
。

冒

頭
、
島

理

事

長

が

「
ホ
ル
ム
ズ
繹
峡
の
事
実

上
閉
鎖
と
い
う
異
例
の
事

態
が
起
こ

っ
て
お
り
、
長

期
化
し
た
場
合
、
供
給
不

安
が

一
気
に
広
が
る
。
日

本
は
日
量
３
■
０
万
ｒ
の

原
油

を
処

理
し

て

い
る

鶴て い な か ち が て る い が

ロ ロ

「

βC02と温熱
い
▼

■ И
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